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趣旨・構成・参加者数

趣旨
BEACS活動10周年の節目
文科省モデル事業の成果共有
世代・地域・立場を越えた学習

消費者市民育成を目指す

構成
基調講演：理論的示唆
パネル：課題と展望の抽出
学生WS：共に学ぶ実践

多主体協働型イベント

参加者数

当日実績
一般 76
BEACS 37
関係者 27
会場合計 140
オンライン 54
合計 194



開会挨拶
奈良国立大学機構理事長、文科省、消費者庁
、上村委員長

• 消費者教育は生活と社会を支える
基盤

• 若者参加型の教育連携が重要
• 多世代・地域横断の学びの推進
• 奈良モデルへの期待
• 関係者への謝意と今後の発展期
待



基調講演要約：ウェルビーイングと消費者教育

• 消費者教育＝人の幸福と社会の
持続性を支える教育

• 主体性（エージェンシー）と協働
性の育成が核心

• 権利理解・倫理判断・社会参画
力を統合的に育てる

• 教育政策でも中心概念として位置
づけ



基調講演要約：今後の方向性

• 多分野横断型教育（金融・法・環境等）との連携
• 若者主体の社会参加型学習
• 脆弱な消費者を含む包摂視点
• 能力発揮できる社会環境整備が必要



消費者教育フェスタin奈良
パネルディスカッション企画趣旨

若者がつなげる地域連携とインクルー
シブな多世代型消費者教育モデル
の構築へ向けて
• 【企画趣旨】
• 若者起点の多世代型消費者教育
モデル構築

• 学生・行政・専門職の連携実践の
共有

• 『共に学ぶ』教育への転換
• 奈良モデルの全国展開を視野



パネリスト報告

奈良県消費生活センター
多様な場での教育機会拡充
学校・地域・資料作成・連携事業
担い手育成と協働体制強化

消費者市民社会形成を目標

奈良教育大学
大学×センター協働教育
学生制作リーフレット
若年層トラブル事例教材化

センター認知度の低さが課題

奈良商工高校
高校家庭科での体系的教育
意思決定力・契約理解育成
権利と責任の理解

生涯の経済生活設計力



パネリスト報告

生駒市センター
相談1062件中51%が高齢者
70歳以上の被害が多い
ネット・スマホ相談増加

特殊詐欺被害額増大

なら消費者ねっと
多機関連携型NPO
適格消費者団体認定
差止請求権行使可能

人的財政基盤が課題

奈良女子大学 BEACS

学生だからこそ共に学ぶ側としてかかわる
SNSに強み（情報発信と啓発）
「ガクチカ」として魅力

継続性の問題



パネルディスカッション総括

• 多主体連携が鍵
• 若者参加が波及効果を生む
• 地域特性に応じた教育設計必要
• 持続可能な協働モデル構築が今
後の課題



ポスターセッション＆交流タイム

1 奈良教育大学

2 奈良女子大学 消費者問題研究会BEACS

3 奈良県消費生活センター

4 奈良県立奈良商工高等高校

5 特定非営利活動法人なら消費者ねっと

6 奈良弁護士会 消費者保護委員会

7 奈良県司法書士会

8 奈良県金融広報委員会

9 生駒市消費生活センター

10 財務省奈良財務事務所

11 日本消費者教育学会 関西支部

12 （公社）全国消費生活相談員協会消費者教育研究所

13 （公社）日本消費生活アドバイザー・コンサルタント・相談員協会（NACS）西
日本支部

14 消費者庁

15 文部科学省

16 株式会社 a.scool

17 株式会社 omochi



ワークショップ

概要
エデュテイメント型消費者教育の実践
ゲーム制作体験型プログラム
多世代参加型学習

BEACS学生主体企画

目的
知識習得×楽しさ×交流の同時達成
参加者同士の協働学習
学びの気づき共有

今後の活動改善ヒント収集

進行構成
①ワーク（25分）
②解答共有（15分）
③コメント（20分）



ワークショップ

内容：教材作成体験

すごろく形式クイズ作成
テーマ別問題制作
行動選択肢設計

出題意図の言語化

制作テーマ

ショッピング
学生生活
環境

食
スマホ

設計のポイント

知識が得られる
楽しさがある
議論が生まれる

交流が深まる



ワークショップ



ワークショップ

解答共有プロセス
グループ間で問題交換
回答→照合→議論
感想・改善点記入

相互学習の促進

コメント共有
成果・気づきの発表
ゲーム教材の可能性検討
課題抽出

改善提案

ワークショップ成果
参加型学習の効果確認
対話による理解深化
主体的学びの促進

教材開発の知見蓄積



全体総括

• 理論→実践→体験の一体構成
• 若者主体が学びを活性化
• 多主体協働が教育効果を拡張
• 奈良モデルの発展可能性

課題
１．受託先として独自性を保ちつつも円滑
な運営には消費者教育支援センター等の運
営サポートがより必要とされるか。
２．一般消費者への訴求の問題
３．継続性と属人性の問題。克服のための
連携とエデュテインメント性を伴う教育実践の
高度化・実質化



アンケート単純集計結果：Googleformによる
（回答数51）



アンケート単純集計結果：Googleformによる
（回答数51）
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